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ネララビン(商品名：アラノンジー静注用) 
                             

 

【起こる可能性のある副作用】 

◎悪心・嘔吐 

 治療前に吐き気を予防するお薬を使用します。 

 予防薬の効果が十分得られない場合は、予防のお薬を追加する場合があります。 

 

◎骨髄抑制 

 白血球/好中球数減少（感染症にかかりやすい、発熱）、血小板減少（鼻血、あざができる、出血し

やすい）、貧血（めまい、息切れ、疲れやすい）が起こることがあります。 

 

◎横紋筋融解症 

 筋肉痛、手足の力が入らない、尿の色が赤褐色になるなどの症状が現れることがあります。 

 

◎末梢神経障害② 

・ 手先・足先のしびれ感、痛み、感覚異常などの症状が現れることがあります。 

・ 繰り返しの治療により症状が起こりやすくなる場合もあります。 

 

◎中枢神経障害 

・ 歩行時のふらつき、意識がもうろうとする、言葉が出にくいなどの症状が現れることがあります。 

 

◎神経障害（ギランバレー様症状） 

 運動神経や感覚神経の障害により起こります。 

・ 手足がしびれたり、力が入らないなどの症状が現れることがあります。 

 

 

ここに挙げたものは主な副作用です。ここに挙げていないものも起こる可能性があります。ささいなこと

でも遠慮なく主治医・看護師・薬剤師に連絡をしてください。 

 


